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叢

面白

損
益
制
定
に
闘
す
る
一
考
務

第
二
十
六
巻

山，、

n~ 

棋

一

鈍
て
商
品
仕
入
勘
定
は
、
財
産
勘
定
系
統
に
一
属
す
る
勘
定
で
ゐ
る
か
、
設
は
、
資
本
勘
定
系
統
仁
属
す
る
勘

定
で
あ
る
か
。
換
言
す
れ
ば
商
品
仕
入
勘
定
は
損
益
勘
定
で
ゐ
る
か
否
か
。

第
二
、
貸
借
謝
照
表
論
の
一
大
雄
戚
回
目
。
回
目
〈
、
「
最
後
に
減
倒
紛
却
費
を
製
造
ロ
聞
の
製
作
倒
物
に
算
入
す

る
古
き
は
、
之
に
因
h
て
減
価
慣
鈴
却
は
み
ァ
、
有
名
無
貨
に
師
す
る
で
あ
ら
う
。
例
へ
ば
或
機
織
曾
枇
が
或
且
官
業
年

度
仁
於
て
何
等

ω商
品
(
製
造
品
)
を
も
版
貢
し
な
か
っ
た
ご
限
定
す
る
。
年
度
末
に
貸
借
謝
照
表
が
作
成
主
れ

る
。
機
械
の
減
傾
紛
却
三

O
、
0
0
0
マ
ル
ク
を
計
算
上
必
要
ご

L
・
之
を
正
し
(
鈎
却
す
る
o
然
る
後
此
の
三

。、

0
0
0
マ
ル
ク
を
商
品
(
製
遺
品
)
の
調
値
に
加
算
す
る
o
然
る
ご
き
は
、
先
の
滅
回
明
鉛
却
は
此
の
反
謝
記
入

仁
依
h
て
全
然
無
致
に
さ
れ
る
o」

此
等
ニ
つ
の
問
題
を
如
何
に
解
決
す
べ
き
か
。
第
一
的
問
題
は
明
白
に
損
盆
勘
定
に
闘
す
る
問
題
で
ゐ
る
。

又
、
第
二
の
問
題
も
亦
、
窮
極
に
於
て
は
損
盆
勘
定
に
閲
す
る
問
題
で
ゐ
る
。
減
債
総
却
費
制
定
正
一
首
ふ
損
盆
勘

定
に
闘
す
る
問
題
で
ゐ
る
。

損
盆
勘
定
は
勘
定
理
論
に
於
け
る
一
つ
の
難
問
題
で
ゐ
る
。
ぞ
れ
は
人
的
一
勘
定
系
統
誌
の
理
論
に
於
り
る
障

Simon， Herman Veit; Die Bilallzen der AktieIlgesel1schaften und der 
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礎
で
ゐ
る
。
又
、
人
的
ニ
勘
定
系
統
訪
に
あ
・
り
て
も
、
其
の
明
解
な
る
設
明
を
奥
へ
得
な
い
。
物
的
一
勘
定
系
統

設
に
於
け
る
説
明
も
亦
・
批
難
を
免
れ
な
い
の
で
あ
る
。

今
こ
、
仁
損
盆
勘
定
に
閲
す
る
考
察
に
於
て
明
か
に
せ
む
ご
す
る
勤

ω主
要
な
る
も

ωは
、
提
盆
勘
定
の
性
質

が
凡

τの
企
業
又
は
経
借
り
曾
計
又
は
簿
記
に
於
て
同
一
で
ゐ
b
得
な
い
噂
』
正
、
換
言
す
れ
ば
、
損
盆
勘
定
の
簿

記
に
於
け
る
職
能
及
び
性
質
は
、
他
の
簿
記
に
於
け
る
糟

τの
事
項
ご
同
様
に
、
企
業
又
は
紘
畿
の
稀
綱
、
性
質

仁
よ
り
て
制
約
品
れ
る
ベ
ミ
ピ
も
の
で
あ
る
こ
己
で
あ
る
。
此

ω冊
制
を
説
明
す
る
匁
め
に
、
先
づ
順
序
正
し
て
、
所

謂
簿
記
原
理
に
於
り
る
損
盆
勘
定
の
性
質
を
設
明
L
(
第
二
節
乃
至
第
五
節
)
、
然
る
後
、
そ

ω所
説
締
記
原
理
な

る
も
的
は
尚
業
曾
計

ω簿
記
理
論
で
あ
る

ι
t、
而
し
て
工
場
曾
計
又
は
原
田
明
計
算
の
理
論
仁
於
て
は
、
所
謁
韻

盆
勘
定
は
寧
ろ
財
産
的
勘
定
ご
看
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
Z
を
越
べ
る
で
ゐ
ら
う
。

鍋
盆
諸
勘
定
は
但
損
益
、
郎
も
損
失
費
用
又
は
牧
盆
ゆ
増
加
又
は
増
減
を
記
録
す
る
諸
勘
定
仁

L
て
、
決
算
に
於

て
商
品
質
上
勘
定
及
び
商
品
仕
入
勘
定
等
ピ
共
に
、
其

ω残
高
を
集
合
損
益
勘
定
(
普
通
寧
に
「
損
盆
制
定
」
ピ
一
再

J、

ヘ
振
替
へ
る
こ
と
に
依
り
て
、
勘
定
を
取
締
る
。
集
合
調
盆
勘
定
は
、
従
っ
て
、
此
等

ω
損
盆
諸
勘
定
の
残

J;， 
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26t 

損
益
別
定
に
闘
宇
る
一
考
車

第
二
十
六
世

J、

第

腕

回

高
及
び
商
品
頁
上
勘
定
及
び
商
品
仕
入
勘
定
等

ω議
勘
定
の
残
高
を
以
て
其
の
内
容
ご
な
し
、
其
の
残
高
は
、
損

盆
に
闘
す
る
計
算

ω
結
果
ご
し
て
、
貸
方
残
高
な
ら
ば
純
利
盆
を
意
味

L
・
借
方
残
高
な
ら
ば
純
損
失
を
意
味
す

る
。
而
し
て
集
合
損
盆
勘
定
は
共
の
残
高
を
資
本
勘
定
へ
振
替
へ
る
ニ
ご
に
依

b
τ
勘
定
を
締
切
る
o

此
の
一
如
〈
、
総

τ
一
曾
計
年
度
に
生
す
る
損
盆

ω
結
果
は
、
先
づ
各
個
の
損
盆
取
引
の
後
生
し
た
る
際
、
そ
れ

ん
¥
相
官
の
損
盆
勘
定
仁
依
ム
リ
て
記
鍬
さ
れ
、
決
算
に
歪

b
必
要
な
る
修
正
記
入
を
施
し
た
る
後
、
損
盆
諸
勘
定

の
残
高
が
集
合
損
袋
勘
定
に
綜
合
さ
れ
、
真
に
此
の
勘
定
の
残
高
ご
し
て
算
出
色
れ
た
る
純
利
盆
又
は
純
損
失
が

資
本
勘
定
へ
逸
ら
れ
る
o

此
に
於
て
資
本
制
定
に
於
て
は
、
年
度
初
の
資
本
に
新
に
年
度
純
利
盆
を
加
へ
た
る
も

の
一
、
又
は
年
度
初
的
資
本
よ
h
新
に
年
度
純
損
失
を
差
引
き
た
る
も
の
が
、
年
度
末
の
資
本
を
示
す
残
高
ご
し
て

現
れ
る
。

以
上
、
各
稲
損
袋
勘
定
、
集
合
損
益
勘
定
及
び
資
本
勘
定
よ
b
成
る
一
漣
の
勘
定
系
統
は
、
所
調
資
本
勘
定
系

統
に
し
て
、
複
式
総
記
の
健
系
の
一
宇
4

炉
形
諮
る
も
の
で
め
る
。
蓋
し
複
式
簿
記
の
健
系
は
資
本
勘
定
ご
財
産
勘

定
系
統
ご
の
二
日
聞
の
勘
定
系
統
よ
り
組
成
苫
れ
・

一
方
に
於
一
工
は
財
産
勘
定
系
統
に
一
周
す
る
諸
勘
定
に
依
h
て、

財
産
殊
に
財
産
構
成
部
分
の
債
値
の
増
減
幾
化
を
記
録
計
算
し
、
他
方
に
於
て
は
之
れ
ピ
同
時
に
資
本
勘
定
系
統

に
属
す
る
諸
勘
定
に
依
b
て
、
資
本

ω増
滅
後
化
を
記
録
計
算
し
、
以

τ
一
企
業
の
財
産
及
び
資
本
的
航
路
強
び

仁
其
の
増
減
磁
化
を
此
等
二
輔
の
勘
定
系
統
の
計
算
に
依
り
て
明
か
に
し
、
所
謂
資
本
又
は
純
財
産
的
一
増
減
踊
理
化

修正記入に就い亡位、 JHI著『錨ffB原理』第十三章曇問。1) 
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を
二
重
又
は
複
式
に
計
算
表
示
す
る
所
的
計
算
的
機
様
で
あ
る
。

背
部
仁
財
産
正
は
積
栃
的
財
産
削
も
資
産
正
、
消
極
的
財
産
郎
も
負
債
さ
を
併
せ
稀
し
、
資
本
ご
は
積
極
的
財
産

の
合
計
よ
b
消
極
的
財
産

ω合
計
を
差
引
き
た
る
残
高
、
印
ち
自
己
資
本
又
は
企
業
主
資
本
を
意
味
す
る
。
放
に

財
産
古
資
本
ご
の
聞
に
は
恒
に
等
債
値
闘
係
が
存
在
す
る
。

〉

|

司

日

開

郎

、

ら

滅

陣

lm海
H
糊
朴
な
る
方
和
式
こ
れ
で
ゐ
る
o
此
の
方
程
式
を
郡

Lτ
緋
記

率
上
資
本
方
税
式
ご
一
五
ム
、
紛
記
に
於
け
る
基
本
的
方
税
式
で
あ
る
。

資
本
勘
定
系
統
に
相
掛
す
る
財
産
勘
定
系
統
は
、
各
報

ω積
格
的
財
産
構
成
部
品
川
帥
も
資
産
じ
闘

1
る
勘
定
、

各
制
的
消
格
的
財
産
構
成
部
分
帥
も
負
依
に
闘
す
る
勘
定
‘
及
び
此
等
総
て
の
勘
定
の
藤
高
を
以
て
内
容
己
す
る

決
算
獲
高
勘
定
よ
b
成
る
。

総
て
一
曾
計
年
度
に
生
中
る
財
産
上
の
増
減
鎚
化
の
結
巣
は
・
先
づ
各
個
の
取
引
l

L交
換
取
引
、
損
盆
取
引

又
は
組
合
取
引

l
lの
後
生
し
た
る
際
、

そ
れ
ん
¥
の
積
極
的
及
び
消
極
的
財
産
勘
定
に
依
h
て
記
録
さ
れ
、
決

算
に
至
hJ
必
要
な
る
修
E
記
入
を
施
し
た
る
後
、
各
財
産
勘
定
の
残
高
は
決
算
残
高
勘
定
へ
迭
ら
れ
る
。
此
に
於

て
決
算
残
高
勘
定
に
於

τは
、
立
(
的
借
方
仁
総

τの
積
栃
財
産
勘
定
の
残
高
即
も
積
極
倒
産
緋
成
部
分
を
綜
め
、

其
の
貸
方
仁
は
総

τの
消
栃
財
産
勘
定
の
残
高
即
も
消
極
財
産
構
成
部
分
を
綜
め
、
積
続
財
産
合
計
よ
h
消
極
財

産
合
計
を
差
引
き
た
る
獲
高
が
現
れ
て
、
年
度
末
の
純
財
産
を
示
す
の
で
あ
る
o

而
し
て
此
の
決
算
残
高
勘
定
の

議

論

損
益
仙
一
止
に
闘
す
る
一
考
察

第
二
十
大
巻

1 

U~ 

腕

五

A は Aktiva(積極則車即ち資産)、 Pは Passi四(i白踊財産印ち負債). 1王
は Kapital(資本)を訟時する。
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論

叢
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t車

損
益
勘
定
に
闘
す
る
-
考
察

第
二
十
六
巻

Cヲ

借
方
残
高
、
こ

L
て
示
さ
れ
た
る
純
財
産
正
、
先
仁
資
本
勘
定
の
貸
方
残
高
正
し

τ一
不
さ
れ
た
る
年
度
末
資
本
ご

は
、
恒
に
同
一
大
き
さ
を
一
示
す
べ
き
ニ
ご
言
ふ
を
倹
た

F
る
所
で
あ
る
。

-
』
れ
が
資
本
又
は
純
周
産

ω
二
重
表
一
不

で
あ
っ
て
、
複
式
簿
記
の
特
質
で
ゐ
る
。

財
産
勘
定
系
統
に
依
る
計
算
は
、
各
個
ゆ
具
鰻
的
価
胴
値

Z
L
て
の
積
極
的
及
び
消
極
的
財
産
構
成
郎
分
の
贋
値

の
増
減
に
閣
す
る
計
算
で
あ
h
、
之
に
反
し
て
資
本
制
定
系
統
に
依
b
計
算
は
、
一
苅
家
抽
象
的
街
倣
・
計
算
的
・

残
高
的
大
き
吉
正
し
て
の
み
存
在
す
る
資
本
そ

ω者
ω増
減
に
闘
す
る
計
算
で
ゐ
る
。
而
し
て
損
盆
に
閲
す
る
諸

勘
定
は
此
の
如
き
資
本
そ

ω
者
の
増
減
に
閲
す
る
各
締
の
項
目
仁
就
き
設
け
ら
れ
‘
共
の
一
曾
計
年
度
閥
に
累
積

増
加
す
る
費
用
、
損
失
又
は
牧
盆

ω計
算
を
明
か
に
す
る
勘
定
で
あ
る
。

財
産
勘
定
系
統
の
計
算
の
全
部
が
、
決
算
に
於
て
綜
括
さ
れ
て
決
算
残
高
勘
定
に
、
叉
、
資
本
勘
定
系
統
の
計

算
の
み
一
部
が
、
岡
じ
〈
資
本
勘
定
に
集
め
ら
れ
る
よ
ご
般
に
述
べ
た
る
如

L
。
決
算
残
高
勘
定
は
財
産
勘
定
系
統

の
最
上
位
に
あ
る
綜
括
的
財
産
勘
定
で
あ
り
、
資
本
勘
定
は
資
本
勘
定
系
統
の
最
上
位
に
あ
る
綜
括
的
資
本
勘
定

で
ゐ
る
o

複
式
簿
記
の
会
館
系
の
計
算

ω結
果
は
・
結
局
仁
於
て
此
等
二
仰
の
綜
括
勘
定
に
集
め
ら
れ
る
の
で
ゐ

る
o

之
を
簡
単
な
る
雛
形
を
以
て
一
不
す
ご
き
は
、
第
一
闘
に
掲
「
る
所
の
如

L
。

此

ω雛
形
に
依
つ

τ明
か
な
る
如
〈
、
決
算
残
高
勘
定

ω計
算
は
積
極
財
産
ご
消
極
財
産
ご
の
差
額
正
し

τ純

財
産
郎
も
資
本
の
大
苫
を
算
出
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、

圃

i

l

i

l

i

-

-

• 
町・.. 



圃第
論

純利盆を生じたる場合(A) 議

決算残高勘定

1五三孟EZI--了1不石FclZEE-IL了一一}元日
。)Nr.:;印ち年度末純財盗 (K，)1 4500 

5500 
I~二--~--

55口0

調
桂
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定
に
醐
ナ
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一
考
察

本

4500[[0)'孟'iJlI二示(Ko)

(2) 料 理1)盆 (RG)

ZE 勘資

4000 

500 

4500 -ヨ|
(3)残高~ち年度末変事

純損失を生じたる場合(B) 

決算残高勘定
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叢

論

損
盆
糊
定
に
闘
す
る
一
考
察

第
二
十
六
巻

一一

第

車昆

λ 

〉

4
l
]
l
-
H
同

が
其
の
計
算
の
方
式
で
ゐ
る
。
之
に
封
し

τ資
本
勘
定
の
計
算
は
資
本
そ
の
者
の
増
減
を
年
度
初

ω資
本
・
ご
年
度

純
利
盆
又
は
純
損
失
ご
の
代
数
和
に
依
h
τ
算
出
す
る
も
の
で
あ
h
・
A
純
利
盆
を
生
じ
た
る
場
合
に
は
年
度
初

の
資
本
仁
純
刺
袋
を
加
へ
た
る
も
の
、

mw純
損
失
を
生
じ
た
る
場
合
じ
は
、
年
度
初
の
資
本
よ
り
純
損
失
を
差
引

き
た
る
も
の
が
、
年
度
末
資
本

ω大
古
ど
し
て
算
出
さ
れ
る
の
で
ゐ
る
。
共
の
計
算
の
方
式
は
、

問
。
十
問
。
目
閃
-

肉。

l
同
〈

H
同町

(
〉
)

純
利
盆
を
生
じ
た
る
場
合

( 

回

純
損
失
を
生
じ
た
る
場
合

で
あ
る
。

プガ宮野村

而
し
て
此
等
二
純
の
計
算
、
帥
ち
財
産
勘
定
系
統
り
計
算
ピ
資
本
勘
定
系
統
的
計
算
ご
が
、
同
一
の
結
川
市
に
到
越

L
、
共
に
決
算
卸
も
年
度
末
に
於
け
る
資
本
丸
の
大
子
炉
三
示
す
べ
き
こ

Z
は
勿
論
で
め
る
。
上
例
に
於
て
は
、

A
の

場
合
じ
は
そ
れ
介
、
、
四
五

O
O闘
を
示
し
、
B
の
場
合
に
は
そ
れ
ん
¥
二
一
入

O
O闘
を
一
不
す
べ
き
で
ゐ
る
が
如

L
。

以
上
越
べ
来
れ
る
所
は
、
後
式
簿
記
の
金
瞳
系
を
説
明
す
る
に
、
資
本
方
程
式
を
基
本
芭
す
る
物
的
ニ
勘
定
系

統
訪
の
理
論
に
依
ち
て
な
し
た
る
も
の
で
あ
る
叫

此
の
簿
記
理
論
に
於
て
、
世
田
盆
勘
定
は
如
何
な
る
地
位
を
占
め
、
又
如
何
な
る
性
質
的
勘
定
芯
看
ら
れ
る
で
あ

ら
う
か
。
此
的
事
は
般
に
以
上
の
設
逃
仁
依
h
て
略
明
か
な
る
如
〈
、
損
盆
勘
定
は
資
本
勘
定
系
統
仁
一
崩
す
る
諸

RGは ReingewinnJ純利益)を
RVは Reinverltlst 純損失}
費本万程式配基本とする物的
E~原理』且び「ニ帥瓦長続説研
於げる責亭白概志に闘するー

1) 
z、
3) 

. 白・ "'" 



勘
定
で
ゐ
h
、
従
っ
て
共

ω性
質
は
資
本
勘
定
正
同
一
一
り
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
却
も
損
錨
勘
定
は
、
抽

象
的
価
問
値
又
は
計
算
的
倒
値
で
あ
る
所
の
資
本
そ
の
者
り
増
加
(
卸
ち
牧
盆
)
叉
は
減
少
(
印
も
損
失
、
費
用
)
に
闘

す
る
勘
定
で
あ
る
か
ら
、
抽
象
的
債
依
を
内
容
ご
す
る
勘
定
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

此
的
意
味
に
於
て
、
英
米
曾
計
同
学
書
に
部
ふ
所

ω「
名
目
勘
定
」
な
る
名
稽
は
、
普
く
損
盆
勘
定
的
本
質
ゼ
現
す

も
の
で
め
る
正
言
は
な
り
れ
ば
な
ら
な
い
。
叉
損
盆
勘
定
を
稀
[
て
「
一
時
的
資
本
主
?
な

L
・
狭
義
の
資
本

勘
定
、
株
式
資
本
金
勘
定
、
準
備
金
勘
定
等
少
-
稽
し
て
「
阪
定
資
本
勘
定
」
ご
な
し
、
此
錯
す
耐
輔
の
資
本
勘
定
を
総

稽

L
て
資
本
勘
定
さ
な
す
所

ω設
も
亦
、
損
徒
勘
定
的
佐
賀
並
び
に
其
の
勘
定
理
論
上
に
於
げ
る
地
位
を
明
か
に

す
る
も
の
ご
言
一
ム
ペ
き
で
ゐ
る
。

之
を
要
す
る
に
、
損
盆
勘
定
は
資
本
勘
定
系
統
に
一
風
す
る
勘
定
で
あ
っ
て
、
抽
象
的
傾
侃
を
内
容
ピ
す
る
勘
定

な
る
こ
正
、
資
本
勘
定
そ

ω者
己
同
じ
で
ゐ
る
。
此
の
貼
に
於
て
・
財
産
勘
定
系
統
に
崩
す
る
諸
勘
定
た
る
資
産

勘
定
及
び
負
債
勘
定
Z
は
、
全
然
主

(ω
性
質
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

叉
‘
損
盆
勘
定
は
資
本
勘
定
系
統
に
局
す
る
勘
定
な
る
が
放
に
‘
其
の
伯
方
貸
方
の
性
質
も
亦
・
資
本
勘
定
正

同
一
性
質
を
有
し
、
従
っ
て
財
産
勘
定
系
統
に
属
す
る
諸
勘
定
ご
は
正
反
針
の
も
の
で
あ
る
。
郎
Le
損
徒
勘
定
り

貸
方
は
資
本

ω増
加
、
政
盆
的
増
加
又
は
損
失
費
用
的
減
少
を
意
味
[
、
共
の
借
方
は
資
本
の
減
少
、
損
失
費
用

の
増
加
又
は
牧
益

ω減
少
を
品
目
い
昧
す
る
。
総
て
資
本
的
積
極
的
又
は
砲
7引
引
刊
を
意
味
す
る
計
数
は
、
損
益
勘
定

ω

論

議

損
益
勘
定
に
闘
す
る
一
考
趨

第
ニ
十
六
轡

童書

齢
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披
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第
二
十
武
器

損
益
勘
定
に
胤
す
る
一
考
案

同

貸
方
に
記
入
古
れ
、
之
に
反
し
て
資
本
の
消
械
的
又
は
マ
イ
ナ
ス
を
意
味
す
る
計
数
は
、
共

ω借
方
に
記
入
さ
れ

る
。
こ
れ
は
財
産
勘
定
に
於
け
る
借
方
貸
方
ご
、

正
に
正
反
劃
で
あ
る
。

従
っ
て
、
総
て
費
用
損
失
を
内
容

J

じ
す
る
損
盆
勘
定
・
例
へ
ば
支
梯
利
子
勘
定
‘
俸
給
勘
定
、
減
償
給
却
費
勘

定
等
に
あ
り
で
は
、
共
の
記
入
は
通
情
借
方
記
入
の
み
で
あ
り
・
借
方
残
高
が
其
的
勘
定

ω一
本
す
ぺ
き
残
高
で
あ

る
。
卸
も
資
本

ω消
極
的
又
は
7

イ
ナ
月
的
計
数
を
示
す
獲
高
は
、
借
方
残
高
で
あ
る
。
こ
れ
は
財
産
勘
定
に
於

-
て
、
総
て
財
産
の
積
極
的
又
は
刻
刻
刈
を
示
す
計
数
又
は
残
高
が
‘
借
方
記
入
又
は
借
方
残
高
で
ゐ
る

ω
己
、
正

仁
正
反
謝
で
あ
る
o

同
様
に
、
組
て
枚
盆
、
利
盆
を
内
容
Z
す
る
損
盆
肋
定
、
例
へ
ば
受
取
利
子
勘
定
、
商
品
質
上
肋
定
等
に
ゐ
h

て
は
、
其
の
記
入
は
団
地
市
貸
方
記
入
り
み
で
ゐ
hd
、
共

ω残
高
は
貸
方
残
高
で
ゐ
る
。
貸
方
は
資
本

ω増
加
卸
ち

プ
ラ
月
を
一
示
す
計
敷
叉
は
残
高
で
あ
る
。

一
』
れ
は
財
産
勘
定
殊
に
負
債
勘
定
に
於
け
る
貸
方
記
入
及
び
貸
方
残
高

が
、
財
産

ω引
が
判
J

刈
的
性
質
を
有
す
る
の
ご
、
恰
も
正
反
封
で
あ
る
。

此
の
事
は
.
先
に
第
一
固
に
示
し
た
る
決
算
残
高
勘
定

ω残
高
が
借
方
残
高
で
ゐ
b
、
資
本
勘
定

ω残
高
が
貸

方
残
高
で
ゐ
る
こ
正
に
依
り
て
も
、
亦
明
か
に
知
ら
れ
る
で
ゐ

ιぅ。

‘4師、，・



トー

本
節
に
於
て
は
、
取
引
に
闘
す
る
方
面
よ
り
考
察
を
試
み
、
以
て
損
盆
勘
定
の
性
質
殊
に
共
の
財
産
勘
定
ご

ω

開
係
を
明
か
に
す
る
で
あ
ら
'
コ
。

簿
記
些
上
、
簿
記
の
謝
象
た
る
取
引
を
分
類
し
て
、
交
換
取
引
、
損
盆
取
引
、
混
合
取
引
の
三
純
ぜ
な
し
、
或

は
、
之
を
第
一
に
躍
純
取
引
己
複
合
取
引
己
に
二
大
別

L
、
夏
に
回
早
純
取
引
を
分
も
て
、
財
産
取
引
又
は
交
換
取

引
、
財
産
資
本
取
引
妹
に
損
盆
取
引
、
資
本
取
引

ω三
純
正
な
し
、
複
合
取
引
を
分
も
て
、
混
合
取
引
、
化
合
取

引

ω
一
一
縄
ご
な
す
G

今
こ
、
に
損
盆
勘
定
に
閲
嚇
し
て
悶
胞
ご
な
ゐ
取
引
は
、
世
明
袋
取
引
で
ゐ
る
υ

複
合
取
引
は

一
克
京
市
数
稲

ω車
純
取
引
の
複
合
髄
で
あ
る
か
ら
・
之
仁
劃
し
て
別
の
考
慮
を
施
す
二
ご
を
要
吉
な
い
。
叉
財
産
取

引
は
損
盆
に
は
闘
係
な
き
も
の
で
ゐ
b
、
資
本
取
引
は
特
殊
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
共
に
損
盆
勘
定
に
は
関
係
を

有
吉
な
い
。

凡
て
損
盆
の
費
生
す
る
場
合
を
考
へ
る
に
、
損
盆
ご
は
資
本
の
増
減
で
あ
b
、
而

L
て
資
本
の
増
減
は
必
す
財

‘
産
の
増
減
ゐ
る
-
」
子
炉
」
前
提
と
す
る
か
ら
、
損
舗
の
後
生
が
あ
る
に
は
必
十
財
産
の
増
減
が
無
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
財
産
の
増
減
な
〈
し
て
規
盆

ω俊
生
ゐ
る
こ
さ
は
、
想
像
し
得
F
る
所
で
ゐ
る
o

損
盆
取
引
は
財
産
Z
資
本

ご
り
闘
方
面
に
渉
h
て
債
値

ω増
減
を
惹
起
す
所
の
取
引
で
ゐ
る
。
提
盆
取
引
を
稀
し
て
財
康
資
本
取
引
ご
一
お
ふ

は
、
蓋
し
之
れ
が
柏
崎
め
で
ゐ
る
。

損
盆
取
引
の
超
b
得
る
場
合
は
、

次
に
一
不
す
如
き
四
極
あ
る

ωみ
で
あ
る
。
利
盆
を
生
す
る
場
合
二
組
吉
、
損

論

損
益
勘
定
に
闘
す
る
一
考
察

第

撤

第
二
十
六
轡

識

E 
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議

損
益
勘
定
に
闘
す
る
一
考
察

第
二
十
六
魯

ー，、

都

蹴

失
を
生
、
?
る
場
合
ニ
純
正
で
あ
る
o

(二ー ) 土
例例
へ 消 へ
ば 極 ば
11t Jlt キIJ
務産 子
ι 0) 、
見減地
除 少 代
を に 等
受因 ω
りる支
る利梯
場盆£
合のし
。後て

生現
金
を
又

J& 
る
場
合

積
極
財
麗

ω階
加
じ
困
る
利
盆

ω畿
生

利
盆
を
生
中
る
場
合

{
B
)
 

一一一
例
へ
ば
利
子
、
地
代
、
俸
給
等
を
現
金
じ
て
支
梯
ふ
場
合
、
叉
は
家
原
の
焼
失
に
困
b
損
失
を
生
じ
た
る

損
失
を
生
宇
る
場
合

積
極
財
産
の
減
少
に
困
る
損
失
の
後
生

崎
、
1
0

4
吻

/
E

佃
消
極
財
産
の
増
加
に
因
る
損
失
の
俊
生

例
へ
ば
借
入
金
に
利
息
債
務
が
後
生
し
た
る
こ
己
を
曾
計
上
認
め
る
-
』
ご
に
依
り
て
、

一
方
に
借
入
金
の

一
冗
本
に
そ
れ
に
り
の
負
債
の
増
加
を
生
じ
・
他
方
に
は
之
れ
ご
同
額
の
支
挽
利
子
ご
し
て
の
費
用
を
生
す

る
場
合
の
如

L
c

此
等
四
極
の
損
盆
取
引
を
、
基
本
方
程
式
た
る
資
本
方
程
式
に
依
b
て
、
式
仁

τ示
せ
ば
究
の
如

L
。
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l

i
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1

1

1

1

1

1
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) 

(
貸
方
)

(三)

(
伯
方
)

支
跡
地
代
勘
定
(
損
失
の
増
加
、

ー-v
) 

↓) 

支
梯
利
子
瑚
定
(
損
失
の
増
加
、
イ
)

P
 

(
貸
方
)
借
入
金
勘
定
(
負
債
の
増
加
、
ト
)

+

)

 

以
上

ω仕
認
を
更
に
勘
定
形
式
に
改
め
、
例
へ
ば
、
一
の
取
引
は
、
之
を
現
金
勘
定

ω借
方
ご
受
取
利
子
勘
定

の
貸
方
ご
に
、
例
へ
ば
一

O
O園
ω記
入
を
錦
す
等

ω
こ
Z
は
、
此
所
に
は
省
略
す
る
。

(
貸
方
)

現
金
勘
定
(
資
産

ω減
少
、

(四)

(
借
方
)

諭

議

保
二
十
六
轡

第

抗

七

損
盛
勘
定
に
闘
す
る
一
考
装

Eは Gewinn(利盆)を意味する。

vは VerIust(損失)を意味する。

1) 

2) 

」
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脆ー

離

掛
盆
勘
定
に
附
す
る
一
考
奈

第
二
十
穴
砦

~i

披

ノ1

回

之
を
要
す
る
に
損
盆
取
引
は
必
十
財
産
の
方
面
ご
資
本

ω方
面
Z
に
跨
b
τ
債
値

ω増
減
を
惹
起
す
取
引
で
ゐ

る
。
而
し
て
損
盆
勘
定
は
其
の
字
面

ω結
果
た
る
資
本
上

ω債
儲

ω増
減
、
部
も
損
盆
の
結
果
の
み
を
取
扱
ょ
の

で
あ
る
。
此
の
財
産
上
の
街
値
の
増
減
正
、
資
本
上

ω偲
値
的
増
減
即
も
損
益
的
結
果
己
を
明
般
に
恒
別
し
て
考

へ
る
一
」
ご
は
、
貨
に
簿
記
に
於
て
特
に
畿
達
し
た
る
特
帥
揮
の
考
へ
方
で
ゐ
る
o

換
言
す
れ
ば
、
こ
れ
が
帥
も
財
産

的
計
算
ど
資
本
的
・
損
盆
的
計
算
、
財
産
勘
定
系
統
ご
、
資
本
勘
定
系
統
、
又
は
寧
に
財
産
ご
資
本
、
此
等
二
祁

の
相
対
立
す
る
腕
念
で
め
る
。
財
産
己
資
本
吉
の
観
念
は
、
知
観
式
簿
記
仁
於
り
る
最
も
重
要
な
る
基
本
観
念
で
ゐ

る。
普
通
一
般
の
考
へ
方
に
依
れ
ば
、
利
子
を
受
取
る
ご
云
ひ
、
戒
は
地
代
を
支
抑
ふ
ご
一
再
ふ
場
合
に
於

τ、
利
子

を
受
取
る
己
は
卸
も
現
金
を
受
取
る
こ
ご
を
意
味
L
、
地
代
を
支
扮
ふ
正
は
却
も
現
金
を
支
梯
モ
エ
」
を
意
味
す

る。
一
方
に
一
の
財
産
構
成
部
分
た
る
現
金
の
受
取
帥
も
増
加
‘
又
は
支
挑
印
も
減
少
ξ

・
他
方
に
資
本
の
堆
加

を
生
す
る
利
盆
項
目
た
る
受
取
利
子
、
又
は
其
の
減
少
を
生
宇
る
損
失
項
目
た
る
支
梯
地
代
子
て
各
別
々
に
認

識
す
る
こ
Z
は
、
通
慣
行
は
古
る
所
で
あ
ら
う
o

況
や
上
越
問
的
取
引

ω如
き
場
合
に
於
¥
一
方
に
借
入
金
に

利
子
の
加
算
苫
れ
た
る
事
費
削
も
負
伎
の
増
加
正
一
再
ふ
財
産
的
の
一
事
貨
を
認
め
る
ご
同
時
に
、
他
方
に
於

τ、
之

れ
に
困
h
て
嘗
然
生
宇
ぺ
き
損
失
費
用

ω俊
生
卸
も
資
本

ω減
少
正
一
再
ふ
資
本
的
・
損
盆
的
の
一
品
質
を
認
め
る
こ

ご
は
、
通
常
行
は
れ

5
る
所
で
ゐ
る
。
然
る
に
緋
記
に
ゐ
h
τ
は
、
此

ω如
き
両
方
面

ω分
析
的
見
方
が
、
根
本

.."，... 



的
に
必
要
で
あ
る
。
此
の
如
、
吉
見
方
を
以
て
す
る
に
非
F
れ
ば
、
簿
記
の
計
算
は
不
可
能
で
あ
る
。
此
の
意
味
に

於
て
損
盆
的
ご
云
ふ
こ
正
、
損
盆
勘
定
な
る
も

ωは
、
簿
記
殊
に
複
式
簿
記
に
特
有

ω
も
の
で
あ
る
ご
言
ふ
こ
ご

が
出
来
る
で
あ
ら
う
。
盆
世
相
勘
定
が
軍
式
務
記
の
組
織
仁
於
て
芯
在
せ

AVLτ
、
唯
複
式
舗
記
の
組
織
に
の
み
存

狂
す
る
こ
ど
は
、
街
記
皐
上
周
知
の
事
で
あ
る
。

l!!1 

本
節
に
於
て
は
、
夏
に
他
の
方
面
よ

h
損
益
勘
定
に
就
い
て
考
'M
指
し
、
以

τ損
盆
諸
勘
定
ゆ
る
一
髄
が
如
何
な
る

構
成
に
於
て
一
健
を
威
し
、
如
何
な
る
聞
係
に
於
て
簿
記
鰻
系
中
に
其
の
職
能
を
刑
訴
す
か
ご
云
ふ
軌
を
究
め
る
で

あ
ら
う
o
是
れ
は
主
ご
し
て
損
盆
諸
勘
定
殊
に
明
閣
議
計
算
表
仁
依
る
純
刺
盛
算
出
の
方
法
に
闘
す
る
説
明
に
担
問
す

る
。
而

L
て
之
れ
正
同
時
に
商
品
賞
上
勘
定
、
商
品
仕
入
勘
定
に
劃
す
る
損
盆
勘
定
の
開
係
、
殊
に
商
品
川
り
伺
伯

に
恥
到
す
る
損
盆
勘
定

ω閲
係
を
明
か
に
す
る
こ

Z
に
依
・
0
士
、
損
盆
勘
定
の
性
質
が
明
か
に
了
解
さ
れ
る
に
至
る

で
ゐ
ら
う
。

先
に
逃
ぺ
た
る
如
(
、
損
盆
諸
勘
定
は
決
算
に
於

τ共
り
残
高
を
集
合
損
盆
勘
定
へ
逸
品
こ
ご
に
依

h
て
、
其

一一

の
職
分
を
完
了
し
て
勘
定
を
締
胡
一
る
の
で
ゐ
る
。
従
っ
て
損
盆
勘
定
に
依
る
一
曾
計
年
度
の
計
算
り
会
館
は
、
結

局
一
つ
の
集
合
損
盆
勘
定
に
訴
め
ら
れ
る
理
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
損
盆
諸
制
定
凶
会
館
ご
し

τの
構
成
、
其
の
一

議

前

損
益
勘
定
に
闘
す
る
一
考
察

プL

第

観

E 

第
ニ
+
大
巷

"''11'" 



論

個
の
金
憧
ご
し
て
の
意
義
を
了
解
す
る
忽
め
に
は
、
集
合
損
盆
勘
定
仁
就
い
て
考
察
す
る
司
」
己
が
、
最
も
通
営
に

議

損
益
甜
定
に
闘
す
る
一
考
築

第
二
十
六
巻

鋳

掛

~

"‘ 

し
て
誌
従
で
ゐ
る
。
然
る
に
集
合
損
(
惟
勘
定
は
、

附
謂
報
告
的
・
非
技
術
的
形
式
に
改
造
吉
れ
て
損
盆
計
算
表
ピ

四
O 

な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
此
の
目
的
の
治
め
に
は
損
盆
計
算
表
が
最
も
善
〈
役
立
つ
o

放
に
此
所
に
は
規
盆
印
刷
算
表

に
依
・
り
て
損
盆
諸
肋
定
金
健
を
考
察
す
る
で
あ
ら
う
o

損
盆
計
算
表

ω雛
形
を
示
せ
ば
.
第
二
闘
の
如
し
。

圃第

19，500 

460 

表算計盆損

耐品買上総額

(減)民リ品

純商品葺よ高 lS'，040 

5，100 

16，500 

1，500 

15，00。

年限拍向品在高

向品仕入総額

。主)民し品

純 商 品 仕 入 荷

20，380 280 15，280 賃主E入11: 

13，680 

5，3ω 

6，700 

膏上商品串原慣

纏曹よ利盆!・・.....

年度末尚品主両

3，113 

2，'Z47 

別
一
町
一
一

一応↑

問

1't 

1t 
費

問

費 710

費 40

費J lO

用 500

草 40

失?'!- 1，47:! 

盆・・・・・・・・ " 

料

盆

1.641 

1，100 

440 

101 

費

給

怠

f圃鋪却

』 般費

俸 給

燈《援跨

消耗品

諸 費

保 険

貸 倒 損

純置土刺

羽子割引

純別

膏

博

誕

減

踊

一一一ベ
『簿記原田~ 1I8頁所掲白も白を採る。此U損益計算表止共に貸借劉照表、集

合損盤却j定そ白他決算に闘する説明轄は同書に掛るa

1) 

、，ミ，'"



第
二
一
幽
雛
形
に
依
っ
て
明
か
な
る
如
〈
、
此
の
四
回
盆
計
算
表
は
大
位
五
部
叉
は
六
部
よ
b
成
る
。
郎
も
衣
の
如

し。
一一一四五六

残
高
純
利
盆

右
六
部
分
の
中
三

ε剛
ご
は
併
せ
て
一
部
分
を
成
す
も

ωご
考
へ
る
こ

Z
を
得
ぺ
〈
、
叉
引
は
左
殺
重
要
な
る

部
分
で
な
い
、
少
く
ご
も
今
こ
、
に
問
題
ご
し
て
考
慮
中
に
置
か
む
ご
す
る
結
じ
は
閥
係
を
有
吉
な
い
。
積
ニ
の

損
盆
計
算
表
よ
h
も
夏
に
詳
細
な
る
内
容
を
有
す
る
翻
類
の
も
の
あ
る
こ
さ
は
勿
論
で
あ
る
が
、
こ
、
に
は
上
記

の
雛
形
に
依
っ
て
説
明
を
進
め
る
で
あ
ら
う
。

商
品
賞
上
の
総
牧
盆
に
閲
す
る
諸
項
目
よ
り
成
る
部
分

質
上
両
日
聞
の
原
備
に
闘
す
る
請
項
目
よ
り
成
る
部
分

阪
資
費
用
仁
関
す
る
諸
項
目
よ

h
成
る
部
分

一
般
管
業
費
用
に
闘
す
る
諸
項
目
よ
h
成
る
郎
分

管
業
本
来
の
牧
盆
に
非
F
る
牧
盆
に
閲
す
る
諸
項
目
よ
b
成
品
部
分

一
倍
業
年
度
に
於
け
る
企
業
経
鐙
の
動
的
般
践
の
綜
括
的
表
示
又
は
一
帥
営
業
年
度
に
於
け
る
傍
利
活
動
の
計
数

的
表
示
た
る
損
盆
計
算
表
の
到
漣
せ
む
ご
す
る
結
論
は
、
言
ふ
ま
で
も
な
く
純
利
盆
(
又
は
純
損
失
)
で
あ
る
が
、

共
の
純
利
盆
が
如
何
に
し
て
生
じ
た
る
か
を
、
最
も
理
論
的
な
る
順
序
に
依
b
、
最
も
明
瞭
な
る
形
式
に
於
て
設

第
二
+
六
巻

四

第

蛾

七

自市

最

韻
誼
勘
定
に
闘
す
る
一
帯
務

例へば拙草、『貸借謝照表論』第十三章損盆計算表に掲「る僻I醇由却し。同書

454頁以下書冊。
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設

i面

損
益
制
定
に
闘
す
る
一
考
察

第
二
十
六
巻

四

第

!/I. 

J、

明
す
る
こ
ご
が
、
損
盆
計
算
表
作
成
に
閲
す
る
形
式
的
要
件
で
ゐ
品
。
上
記
的
損
盆
計
算
去
に
於
て
は
、
大
要
次

の
如
き
順
序
仁
依
h
て
、
此
的
説
明
を
輿
へ
て
あ
る
o

一
純
商
品
質
上
高
却
も
傍
業
本
来
の
纏
牧
盆

第
一
仁
掲
げ
ら
れ
る
項
目
以
、
替
業
本
来
の
総
股
盆
に

L
て
、
利
盆

ω唯
一
叉
は
主
な
る
源
泉
な
る
商
品
賞
上

高
で
め
る
。
企
業
経
借
に
闘
す
る
諸
活
動
の
全
部
は
、
窮
極
に
於
て
凡
て
此
の
商
品
資
上
な
る
総
枚
盆
の
獲
得
の

縛
め
に
矯
苫
れ
る
も
の
ご
児
得
る
で
ゐ
ら
う
。
商
品
質
上
高
は
、

一
営
業
年
度
に
於

τ企
業
の
録
し
た
る
仕
事
の

総
量
で
あ
る
。

商
品
の
寅
上
は
所
謝
混
合
取
引
、
精
確
に
言
へ
ば
複
合
取
引
殊
仁
化
合
取
引
に
依
h
て
生
中

'zo
此
の
場
合
、

商
品
貰
上
勘
定
の
貸
方
に
記
入
3
れ
る
計
数
‘
商
品
質
上
な
る
総
般
金
は
、

財
産
Z
し
て
の
商
品
又
は
商
品
の
原

舗
の
減
少
ピ
云
ふ
消
極
的
財
産
的
要
素
正
、
質
上
利
益
の
増
加
Z
云
ふ
積
極
的
損
益
的
要
素
よ
b
成
る
。
而
し
て

此
の
貸
方
記
入
に
相
謝
す
る
借
方
記
入
は
、
買
上
代
償
ご
し

τ、
現
金
勘
定
、
得
意
先
勘
定
又
は
受
取
手
形
勘
定

な
る
積
極
財
産
勘
定
に
於
て
、
財
産
の
増
加
ご
し
て
記
入
さ
れ
る
の
で
ゐ
る
。

二
貰
上
商
品
の
原
償

商
品
質
上
な
る
総
収
盆
よ
り
順
次
必
要
な
る
盛
期
を
差
引
き
て
、
遂
に
純
資
上
利
盆
を
算
出
す
る
に
至
る
ま
で

司、+命、
l
t
 
ニ
段
の
計
算
を
要
す
る
。

且
可咽困，，'，. 



第
一
段
に
は
、
質
上
総
牧
盆
に
合
ま
れ
た
る
上
記
二
種
の
要
素
、
郎
も
財
産
的
要
素
た
る
質
上
商
品
の
原
偲

正
、
損
詩
的
要
素
た
る
寅
上
利
盆
ご
の
中
に
於
け
る
・
財
産
的
要
素
た
る
寅
上
両
日
聞
の
版
刷
慣
や
算
出
し
、
之
を
責

上
総
攻
盆
よ
h
差
引
〈
計
算
で
あ
る
。
此

ω計
算
り
結
川
市
、
残
高
正
し

τ算
出
さ
れ
る
も
の
は
、
郎
も
英

ω損
盆

的
要
素
た
る
質
上
利
盆
殊
仁
貰
上
総
利
盆
で
あ
る
。
此
の
場
合
特
じ
注
意
を
要
す
べ
き
舶
は
.
此

ω第
一
・
段
の
計

算
仁
於
て
商
品
説
上
総
牧
袋
よ
り
差
引
(
べ
き
真
上
商
品
の
原
償
マ
」
云
ふ
項
目
は
、
財
産
的
佐
賀
を
有
す
る
-
二
」

で
あ
る
。

真
上
商
品
川
り
一
服
債
を
算
出
す
る
計
算
は
、
上
記
的
雛
形
に
依
り
て
明
か
な
る
如
〈
、

a
年
度
初
の
商
品
在
高

三、

b
年
度
聞
に
於
け
る
商
品
仕
入
総
額
ど
を
併
せ
た
る
も
の
よ
り
、

C

年
度
末
の
商
品
在
高
を
差
引
〈
の
で
あ

る
o

猶
』
』
の
b

の
計
数
を
算
出
す
る
に
は
、
総
仕
入
高
よ
h
戻
L
品
総
額
を
差
引
き
、
仕
入
に
要
し
た
る
運
賃
の

総
額
を
加
算
す
る
こ
ピ
を
要
す
る
o

加
之
、
仕
入
運
賃
以
外

ω費
用
ド
し
て
仕
入
の
匁
め
に
生
じ
た
る
も
の
は
、

凡
て
商
品
仕
入
原
倒
巾
に
算
入
す
べ
き
で
あ
る
。

此
等
a
b
c
諸
項
目
仁
就

h1τ
、
其
の
性
質
が
財
産
的
の
も
の
で
あ
る
こ
ピ
は
、
特
に
説
明
を
要
さ
な
い
で
あ

ら
う
。

a
ご
C

正
は
商
品
在
高
で
あ
る
か
ら
‘
其

ω財
産
的
項
目
で
ゐ
る
こ
さ
悶
よ
h
明
白
で
あ
る
o
a
は
前
年

度
末
の
貸
借
掛
照
表
上
資
産
の
側
に
掲
げ
ら
れ
た
る
項
目
「
商
品
」
で
あ

h
、
C

は
本
損
集
計
算
表
作
成
ピ
同
時
に

作
成
苫
れ
た
る
本
年
度
末
の
貸
借
劃
照
表
上
仁
於
け
る
資
産
項
目
「
商
品
」
で
あ
る
。
叉
c
商
品
の
仕
入
原
煩
綱
領

節
二
蹴

諭

議

胡
描
劃
定
に
刷
す
る
一
考
察

第
二
十
六
巻

四
= 
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議

諭

損
益
勘
定
に
闘
す
る
一
増
築

四

四

第
二
寸
大
容

第

椀

。

が
、
財
産
ご
し
て
の
商
口
聞
の
増
加
を
意
味
す
る
こ
ご
も
亦
、
疑
の
無
量
所
で
ゐ
る
。

此
の
如

f
、
真
上
前
日
間
原
侭

ω部
に
於
り
る
総
て
の
項
目
は
、
財
産
的
項
目
で
め
っ
て
、
損
品
鋭
的
項
目
に
非
す

ご
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
担
割
盆
計
算
表
中
に
在
る
項
目
な
る
に
拘
ら
す
、
此
等
の
諸
項
目
が
倒
盆
的
項
目
に

非
歩
し
て
尉
産
的
項
目
で
あ
る
己
云
ふ
唱
」
ご
は
、
一
見
甚
に
不
合
理
な
る
か
の
如
き
戚
を
惹
起
す
で
あ
ら
5
0
併

し
な
が

ι少
L
〈
精
密
に
考
慮
を
重
ね
る
ご
き
は
、
武

(ω
決
し
て
然
ら
、
さ
る
所
以
を
了
解
L
得
る
で
め
ら
5
0
蓋

L
顧
み
て
ト
に
掲
げ
た
る
純
商
品
資
上
高
そ

ω者
が
、
与
し
財
産
的
要
素
己
損
益
的
要
素
ぜ
の
徒
会
館
で
あ
る
事

貨
に
考
肢
を
梯
ふ
な
ら
ば
、
こ
の
郎
に
於
り
る
質
上
商
品
版
川
町
殊
仁
其
の
諸
項
目
が
、
財
産
的
な
る
こ
ご
の
単
ろ

巳
む
を
得
F
る
必
要
で
あ
る
こ
Z
を
了
解
し
得
る
か
ら
で
あ
る
o

)

}

 

信
、
佃
版
山
氏
提
月
比
び
一
般
管
業
化
賞
用

以
上
の
計
算
に
依
10
士
、
純
商
品
目
民
上
高
よ

h
北

(ω
原
則
閣
を
控
除
し
、
以
て
纏
由
民
上
利
盆
を
算
出
し
た
。
究
に

は
第
二
段
の
差
引
計
算
を
行
っ
て
、
此

ω総
AH上
利
袋
よ
り
純
真
上
利
盆
を
算
出
す
る
順
序
で
あ
る
。
即
ち
版
貨

此賞用
R
A
ぴ
一
般
管
業
費
用

ω合
計
を
計
上
し
、

之
を
州
俗
資
上
利
盆
よ
h
ノ
差
引
〈
の
で
あ
る
。

此

ω場
合
に
於
て
、
阪
寅
費
用
に
閲
す
る
諸
項
目
た
る
俸
給
費
、
運
法
品
質
、
減
傾
鉛
却
設
・
及
び
一
般
管
業
費

用
に
闘
す
る
諸
項
目
た
る
体
給
費
、
燈
火
媛
房
費
以
下
貸
倒
損
失
等
が
、
純
粋
な
る
損
盆
勘
定
殊
仁
費
用
勘
定
な

る
こ
ご
は
明
か
で
ゐ
る
。
此
等
の
費
用
は
加
何
な
る
財
産
を
も
形
造
る
も
の
で
な
勺
軍
純
な
る
費
用
で
あ
る
。

」し
典
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比
等
の
費
用
が
財
産
た
る
商
品

ω債
権
e

伊
構
成
す
る
ご
云
ふ
こ
ご
は
な
い
の
で
ゐ
る
o
此
の
貼
は
、
一
一
に
於
け
る

諸
項
目
正
全
然
相
異
る
所
で
あ
る
。
阪
責
費
用
及
び
一
般
傍
業
費
用
は
、
商
品
自
民
上
の
線
牧
盆
を
獲
得
す
る
縛
め

に
必
要
快
〈
ぺ
か
ら

F
る
費
用
で
あ
る
に
相
違
な
い
。
又
此
の
組
牧
盆
殊
に
締
買
上
利
盆
よ
り
此
等
内
費
用
の
A
ロ

計
を
差
引
か
な
け
れ
ば
、
純
資
上
利
盆
従
っ
て
純
利
益
を
算
出

L
得
な
い
こ
さ
は
明
か
で
あ
る
。
従
っ
て
卒
常
の

場
合
、
両
日
聞
の
販
寅
償
抽
怖
の
中
に
は
、
常
然
此
等
の
費
用

ω合
計
が
包
合
さ
れ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
併
し
な

が
ら
、
此
の
一
事
は
直
に
此
等
の
版
貿
費
用
及
び
一
般
借
業
費
用
が
財
産
た
る
商
ロ
聞
の
償
値
の
中
仁
嘗
然
包
合
古
れ

る
も
の
で
あ
る
ご
云
ふ
事
を
意
味
し
得
な
い
o

商
品
の
貸
借
劉
照
表
伺
値
の
計
算
に
於
て
は
、
此
等
の
費
用
は
計

算
の
外
に
置
か
れ
る
の
で
あ
る
。

第
一
段

ω差
引
計
算
に
依
b
て
算
山
吉
れ
た
る
組
員
上
利
盆
よ
り
、
阪
自
民
費
用
及
び
一
般
管
業
費
用
の
令
計
を

差
引
き
て
得
た
る
残
高
は
、
邸
も
純
質
上
利
盆
で
あ
る
o

純
貰
上
利
盆
は
、
管
業
本
来
の
純
利
盆
に
し
て
、
企
業

が
一
倍
業
年
度
に
於
て
得
た
る
唯
一
又
は
士
ヱ
な
る
利
盆
で
あ
る
。

四
倍
業
本
京
市
山
り
牧
益
に
非
F
る
牧
盆

以
上
の
計
算
に
依
ち

τ得
た
る
純
資
上
利
盆
の
外
に
、
他
の
牧
盆
あ
る
ご
き
は
、
之
を
加
算
す
る
こ
さ
に
依

h 
(五)

最
後

年
度
純
草唱
盆
力安

算
出
き

れ
る。

年
度
純
利
盆

論

議

弟
二
十
六
巻

四
五

停

雄

鍋
描
勘
定
に
附
す
る
一
考
聾

此の部分ほ麗に分割きれで三探分止なり、政盆?白外iこ費用に闘する諸項目を

青む場合あり@詳細由説明は『貸借劃問書簡』第十孟車多目回。
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抗

論

二

四

六

損
益
計
算
表
の
残
高
た
る
年
度
純
利
盆
正
、
貸
借
調
照
表
の
残
高
た
る
年
植
民
純
利
盆
正
が
、
賞
然
相
等
L
い
計

損
荷
勘
定
に
闘
す
る
一
考
察

数
で
ゐ
る
べ
き
こ
ご
は
言
ふ
を
倹
た
な
い
。
個
別
盆
的
計
算
の
料
論
正
、
財
産
的
計
算

ω結
論
£
が
、
共
に
決
算
に

於
て
一
倍
来
年
度
に
於
け
る
偉
業
成
横
山
り
結
果
を
明
か
に
一
不
す

ωで
あ
る
。

五

以
上

ω説
明
は
、
凡

τ商
業
品
開
計
に
於
げ
る
損
盆
勘
定
に
就
い

τω
説
明
で
ゐ
る
o

一
般
に
簿
記
理
論
に
於

τ

取
扱
は
れ
る
所
り
抑
制
後
勘
定
り
性
質
そ
の
他
に
闘
す
る
説
明
は
、
商
業
計
計
の
範
凶
に
限
り

τ.
柿
局
さ
れ
て
あ

る
o

蓋
し
一
般
に
簿
記
並
び
に
簿
記
印
刷
干
の
後
述
が
、

早
く
よ
り
商
業
綿
記
に
於
て
俊
達
し
た
る
が
故
仁
、

簿
記
理

論

ω劉
象
も
亦
、
自
ら
商
業
術
記
の
範
囲
に
限
ら
れ
来
れ
る
も
り
で
あ
ら
う
。

此
山
場
合
に
於

τ、
損
盆
制
定
殊
に
費
用
勘
定
は
、
以
上
の
説
明
に
依
り
て
明
か
な
る
如
〈
、
資
本
勘
定
系
統

に
局
す
る
勘
定
で
あ
hJ
、
此
凶
組

ω勘
定
従
つ

τ其
ω内
容
は
、
岡
山
別
記
し
て
財
産
的

ω性
質
を
羽
苫
な
V
も

ω

ご
考
へ
ら
れ
て
あ
る
o

例
へ
ば
、
俸
給
投
は
間
早
純
な
る
費
用
で
あ
h
、
減
川
間
鈷
却
技
は
単
純
な
る
費
用
で
あ
る
。

俸
給
費
勘
定

ω伯
方
記
入
は
、
現
金
じ
て
体
給
を
支
榔
ひ
た
る
ご
き
に
、
現
金
勘
定
の
貸
方
に
支
挑
ひ
た
る
現
金

の
金
額
が
記
入
3
れ
、

之
に
謝
す
る
反
射
到
記
入
ご

L
て
品
局
さ
れ
る
。

一
方
に
倒
産
ピ

Lτ
の
現
金
が
減
少

L
、
他

方
之
に
謝
す
る
反
制
到
の
結
果

Z
L
τ
は
、
如
何
な
る
稲
制
闘
の
財
産
の
増
加
な
〈
、
従
っ
て
資
本
の
減
少
を
惹
起
し

4
4
4
Hド
い
わ
十
ト

!
l
l
i
d

貸借封[!百衰の計ユ:jí t~依る純利益。算問 iζ附 L亡は、詑明すべき事あれども、
こ"こは省略する。『貸借割問哀論』第一帯珠I::'I8]i.W:F曇目目。
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た
る
結
果
ご
し
て
、
車
純
な
る
費
用

ω証
明
生
が
ゐ
h
、
之
を
俸
給
費
勘
定
ゆ
借
方
に
記
入
す
る
の
で
あ
る
。

叉
、
減
価
慣
紛
却
投
勘
定
内
借
方
記
入
も
亦
、
同
単
純
な
る
損
失
投
用
を
意
味
す
る
。
闘
定
資
産
た
る
引
器
H
A
ぴ
蓮

搬
具
に
減
価
唄

ω後
生
ゐ
h
た
る
一
帯
貨
を
曾
計
上
認
識
L
、
之
を
行
総
減
刑
桐
修
正
勘
定
及
び
運
搬
具
減
傾
修
正
勘
定

の
貸
方
に
記
入
す
る
ご
共
仁
、
此
等
資
産

ω冊
旧
伯
的
減
少
に
相
謝
す
る
他

ω
一
商
の
結
巣
Z
し
て
は
、
伺
等
財
産

上
の
傾
伯
の
増
加
ゐ
b
た
る
事
・
貨
を
認
め
る
こ
ご
を
得
宇
、
軍
に
其
れ

rり
の
財
産
の
減
少
仁
図
る
資
本
の
滅

少
、
印
も
損
失
の
後
生
が
あ
h
允
る

ωみ
で
ゐ
る
。
欣
仁
此
の
損
失
を
減
問
問
鈴
却
費
勘
定
な
る
恨
盆
勘
定
の
借
方

仁
記
入
す
る
の
で
ゐ
る
o

地
問
火
媛
房
投
勘
定
、
貸
例
目
別
失
勘
定
等
に
就
い
て
も
亦
‘
同
械
で
あ
る
。

凡
て
此
等
の
損
盆
勘
定
的
一
残
高
は
、
借
方
残
高
で
は
ゐ
る
が
、
決
し
て
積
極
的
財
産
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な

ぃ
。
貸
借
掛
照
表
上
の
資
産
項
目
ご
は
な
り
得
な
い
の
で
あ
っ
て
、
上
越

ω如
〈
損
盆
計
算
上
の
費
用
項
目
正
な

る
O

抗
野
に
此
等

ω
費
用
項
目
は
、

そ
れ
自
身

t
L
て
各
仰
の
資
厳
項
目
ご
宥
ら
れ
な
い
の
み
な
ら
す
、
他

ω資
産

殊
に
商
品
の
倒
侃
を
構
成
す
る
も
の
ど
も
宥
ら
れ
な
い

ωで
あ
る
。

商
品
川
り
倒
値
、
曾
計
晶
一
主
、
貸
借
謝
照
表
上
に
於
け
る
商
品
内
調
値
殊
に
原
岡
個
師
闇
値
を
構
成
す
る
要
素
は
、
前

節
に
於
て
逃
べ
た
る
如
〈
、
仕
入
倒
権
H
A
ぴ
仕
入
運
賃
そ
の
他
の
仕
入
の
矯
め
に
要
し
た
る
費
用

ω
み
で
あ
っ

て
、
其

ω以
後
に
於
て
後
生
す
る
所

ω版
貰
費
用
及
び
一
般
営
業
技
用
は
、
北

(ω
構
成
要
素
に
嵐
苫
な
い
の
で
ゐ

論

叢

調
椛
勘
定
に
闘
す
る
一
考
鶏

第
二
十
六
巻

四
七

節

税
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論

叢

損
益
勘
定
に
闘
す
る
一
考
察

第
二
十
六
番

四
/1. 

第

挽

四

る
。
此
所
に
識
然
た
る
匝
別
を
立
て
、
財
産
た
る
商
品

ω原
田
慣
辛
口
値
は
、
出
血
義
に
於
け
る
仕
入
原
債
で
あ
る
。

此
の
貼
に
闘
し
て
は
、
何
等

ω疑
な
き
所
で
ゐ
る
o

若
L
之
に
反
し
・
商
品
の
痕
佐
又
は
原
伺
債
伯
を
決
定
す

る
に
際
し
て
、
販
貸
費
用
及
び
一
般
替
業
費
用
の
制
常
額
を
配
賦
し
て
加
算
す
る
が
如
き
・

3
」
を
錯
す
者
が
あ
る

な
ら
ば

並
(
の
蕗
置
の
不
営
に
し
一
1
不
合
理
な
る
に
驚
か
な
い
者
は
無
い
で
ゐ
ら
う
。
「
頁
れ
な
い
商
品
の
贋
値

に
・
利
子
の
損
失
、
取
締
役
の
俸
給
.
倉
庫
そ
の
他
の
建
物
の
誠
償
鈎
却
費
等
の
一
般
修
業
費
用
の
制
官
額
を
、

年
々
加
算
せ
ん
ご
す
る
が
如
き
蕗
置
の
不
嘗
な
る
・
』
ど
言
ふ
を
侠
た
さ
る
所
で
あ
る
。
」

之
を
要
す
る
仁
、
商
業
簿
記
に
あ
ち
て
は
、
賞
際
に
於
て
も
理
論
に
於
て
も
、
財
産
ご
し
て
の
商
品
の
原
傾
倒

倣
叉
は
耐
闇
値
を
構
成
す
る
諸
要
素

ω中
に
、
阪
商
H
費
用
及
び
一
般
牌
営
業
費
用
を
入
れ
る
ζ

ピ
を
活
き
な
い
の
で
あ

る
o

版
貞
援
用
及
び
一
般
且
品
業
費
用
に
関
す
る
一
割
盆
諸
勘
定
は
・
単
純
な
る
世
間
盆
勘
定
に
し
て
、
損
益
勘
定
た
る

に
止
ま
る
c

ー，、

然
る
仁
工
場
合
計
又
は
工
場
簿
記
に
あ
h
て
は
・
損
盆
諸
勘
定
の
職
飽
、
従
っ
て
共
の
佐
賀
は
、
上
越
の
商
業

合
計
叉
は
商
業
簿
記
に
於
り
る
場
合
ご
会
〈
異
る
の
で
あ
る
。
品
仙
の
場
合
に
於
り
る
損
盆
諸
勘
定
殊
仁
費
用
勘
定

は
、
資
本
の
減
少
の
計
算
を
記
録
す
る
所
の
、
単
純
な
る
費
削
問
、
損
失
に
閲
す
る
勘
定
で
は
な
〈
し
て
、
寧
ろ
財

Simon前掲書 s.345目拙著『貸借封岡義論.11222真。1) 
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産
的
勘
定
殊
仁
資
産
勘
定
た
る
性
質
を
有
す
る
。
凡
て
損
盆
諸
勘
定
に
依
'
り
て
計
算
記
録
3
れ
る
諸
費
用
は
、
製

港
口
聞
の
原
岡
聞
債
値
を
構
成
し
、

工
場
に
於
て
費
生
す
る
所
内
費
用
に
し
て
、
製
造
品
の
原
傾
倒
伯
の
構
成
要
素
£

な
ら
F
る
も
の
は

一
つ
も
無
V
の
で
あ
る
。
而
し
て
製
造
口
問
、
精
確
に
言
へ
ば
完
製
品
及
び
午
製
品
が
、
資
産

で
あ
る
こ
言
は
明
確
で
あ
る
o

そ
れ
故
に
工
場
合
計
に
於
け
る
総
て
の
損
盆
勘
定
は
、
製
止
曜
日
聞
の
倒
値
の
構
成
要

議
ご
し
て
の
資
産
を
内
容
t
す
る
勘
定
で
ゐ
b
、
郎
も
資
産
勘
定
で
ゐ
る
ご
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
V

O

此
の
如
〈
.
損
益
勘
定
が
商
業
曾
計
百
工
場
曾
計
ご
に
於
て
、
相
異
る
職
絡
を
有

L
、
従
っ
て
相
誕
品
性
質
の

勘
定
正
認
め
な
り
れ
ば
な
ら
な
い
こ
正
は
、
頗
る
不
賞
に
し
て
不
可
解
の
事
の
如

f
に
見
え
る
o

併
し
な
が
ら
事

質
的
質
際
に
於

τ此
ω如
〈
で
ゐ

b
、
且
つ
理
論
上
も
亦
比

ω如
〈
で
な
り
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
ゐ
る
o
然
ら
は

何
故
に
然
る
や
o

蓋

ι簿
記
又
は
曾
計
な
る
も
の
は
、
元
来
企
業
叉
は
経
犠
自
の
簿
記
又
は
曾
計
で
ゐ
h
、
従
っ
て

共
の
性
質
は
企
業
又
は
経
営
の
特
性
に
よ
h
t
制
約
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
商
業

ω曾
計
又
は
簿
記
は
・
商
業
ご

云
ふ
企
業

ω特
性
に
よ
り
て
、
共
の
性
質
、
英

ω計
算
り
方
法
・
勘
定
り
積
類
、
佐
賀
等
が
制
約
百
れ
、
叉
工
場

の
曾
計
又
は
簿
記
は
、
工
場
経
笹
山
特
性
に
よ
b
τ
、
此
等
総
て
の
事
が
制
約
さ
れ
る
り
で
あ
る
。
損
盆
勘
定
の

職
能
及
び
性
質
仁
就
い
1

て
も
亦
、
同
じ
で
め
る
。

工
場
曾
計
の
特
質
は
、
工
場
に
於
て
製
造
す
る
製
造
ロ
聞
の
製
造
原
偲
に
凋
す
る
計
算
を
明
か
に
す
る
鮎
に
あ

る
。
製
造
日
聞
を
製
迩
す
る
勉
め
に
要
す
る
総
て
の
費
用
、
帥
も
原
舗
の
詩
要
素
に
閲
す
る
計
算
を
明
か
に
し
、
此

歯

襲

損
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勘
定
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闘
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挽

プミ

等
の
胤
償
請
要
素
が
製
造
品
の
製
造
に
用
ひ
ら
れ
て
、
製
造
口
聞
の
償
伯
を
構
成
す
る
に
至
る
計
算
を
明
hr
に
す
る

こ
Z
が
、
エ
場
曾
計
の
主
な
る
特
質
で
ゐ
る
。

而
し
て
此
等
の
原
-
償
請
要
素
に
閲
す
る
勘
定
、
例
へ
ば
直
接
原
料
勘
定

直
接
待
カ
勘
定
、
各
日
刊

ω
間
接
品
質
に

闘
す
る
勘
定
、
例
へ
ば
動
力
提
勘
定
、
減
傾
鮒
却
費
勘
定
、
消
耗
日
開
設
勘
定
等

ω勘
定
は
、
一
助
制
「
名
目
勘
定
」
郎

も
四
四
盆
肋
戸
ん
で
あ
る
o
併
し
な
が

ι共
山
名
稀
は
同
じ
〈
名

H
勘
定
で
あ
り
、
損
盆
勘
定
で
ゐ
る
に
拘
ら
守
、
其

の
職
能
、
資
質
は
寧
ゐ
財
産
的
勘
定
正
同
じ
も
の
で
ゐ
る
己
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
o

蓋
L
総
て
此
等
の
工
場

曾
計
に
於
り
る
摘
ん
情
勘
定
に
ゐ
b
て
は
、
其

ω他
方
に
記
入
し
た
る
剛
山
伯
は
、
製
造
口
叩

ω製
造
に
川
ひ
ら
れ
る
に

従
っ
て
、
先
づ
宇
製
品
勘
定
へ
逸
ら
れ
、
午
製
品

ω製
誌
が
完
了
す
る
ご
き
は
、
竿
製
品
勘
定
よ
り
完
製
品
勘
定

の
伯
方
へ
移
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
宇
製
品
も
完
製
品
も
共
に
財
産
た
る
こ
芭
明
硲
で
あ

h
、
従
っ
て
宇
製

品
川
削
定
も
完
製
品
勘
定
も
明
か
に
財
産
勘
定
で
ゐ
る
。
そ
れ
故
に
此
等

ω損
盆
勘
定
そ
の
者
も
亦
、
財
産
た
る
宇

製
品
又
は
完
製
品

ω倒
偵
の
構
成
要
来
を
内
容
ご
す
る
勘
定
で
ゐ
b
、
其
り
内
容
は
、
仮
令
そ
の
者
自
身
己
し
一
1

は
直
に
財
産
的

ωも
の
ご
は
看
倣
苫
れ
得
な
い
ご
し
て
も
・
財
産

ω構
成
要
素
た
る
意
味
仁
於
て
財
産
的
の
も
の

で
あ
る
ご
言
ひ
得
る

ωで
ゐ
る
。

殊
に
況
や
、
原
償
要
来

ω中
に
於
工
直
接
原
料
の
如
き
は
、
共
の
財
産
た
る
こ
ご
疑
の
な
き
所
で
あ
る
。
而
し

て
庶
接
原
料
が
製
池
日
間

ω問
問
伯
を
構
成
す
る
一
要
来
た
る
こ
ご
ご
、
共
の
他

ω諸
構
成
要
素
、
例
へ
ば
直
接
券

1<!1 
¥1 
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ヵ
、
動
力
費
、
工
場
減
俄
鈎
却
費
、
機
械
減
師
開
館
却
費
等
が
製
造
H

仰
の
阿
悶
低
を
構
成
す
る
要
素
た
る
こ
吉
正
の
問

に
は
、
全
然
差
異
が
無
い
の
で
あ
る
。

加
之
、
此
等

ω損
盆
勘
定
的
用
法
、
印
も
葉
山
り
借
方
記
入
.
貸
方
記
入
の
生
中
る
状
態
を
蹴
る
己
主
は
、
皆
均

し
〈
財
康
的
川
削
定
殊
に
資
産
勘
定
た
る
事
貨
を
明
か
に
認
め
得
る
で
あ
ら
う
。
就
中
最
も
明
瞭
に
し
て
説
明

ω
必

要
な
き
も
的
は
、
直
後
原
料
制
定
で
あ
る
。
庶
比
四
Mm
料
勘
定
は
昨
接
瓜
料
山
り
増
減
を
記
録
す
る
勘
定
で
あ
る
。
直

接
原
料
々
例
へ
ば
五

0
0
0岡
時
入
す
る
古
き
は
・
北
(
れ
に
げ

ω直
接
瓜
料
り
増
加
で
あ
る
か
ら
、
此
り
肋
克
り

惜
方
に
五

O
O一
リ
凶

ω記
入
を
な
す

Q

又
、
右
り
中
一
一
一

0
0
0凶
を
製
治
に
使
刈
す
る
正
き
は
、
そ
れ
だ
け
の
皮

後
原
料
の
減
少
で
ゐ
る
か
ら
、
此
り
勘
定
ゆ
貸
方
に
一
二

0
0
0岡
山
り
記
入
を
な
す
。
而
し
て
比
の
貸
方
記
入

ω反

封
記
入
は
、
午
製
品
勘
定
の
伯
方
に
な
さ
れ
る
。
此
り
如
く
・
直
接
原
料
勘
定
は
明
か
に
資
元
勘
定
で
あ
る
。

次
に
直
接
労
力
勘
定
に
就
い
て
税
て
も
亦
、
之
れ
ご
同
伐
内
結
果
を
得
る
で
ゐ
ら
う
、
例
へ
ば
庇
按
努
力

ω賃

銀
五

0
0
0凶
を
支
挑
ふ

J

己
主
は
、
一
方
に
於
ー
は
現
金
五

0
0
0困
の
減
少
を
生
中
る
か
ら
、
現
金
勘
定
的
貸

方
に
五

0
0
0圃
ω
記
入
を
生
じ
、
他
方
に
於
て
は
直
接
持
カ
勘
定

ω
借
方
に
五

0
0
0圃
の
記
入
を
生
中
る
。

而
し
て
此
り
五

0
0
0回
り
勢
力
は
製
造
品

ω製
地
に
用
ひ
ら
れ
て
竿
製
品
の
‘
悦
倣
の
一
部
分
を
構
成
す
る
。
故

に
此
市
川
市
引
・
討
を
明
か
に
す
る
絡
め
に
、
碇
援
労
力
勘
定

ω貸
方
正
宇
製
品
川
制
定
的
借
方
正
に
五

0
0
0園
の
記
入

を
な
す
。
此
り
如
(
、
直
接
努
力
制
定
的
情
方
仁
は
労
力

ω増
加
、
購
入
さ
れ
た
る
労
力
が
記
入
苫
れ
、
貸
方
に

は
勢
力
の
減
少
邸
も
製
遺
品
の
製
造
に
用
ひ
ら
れ
て
宇
製
品
的
償
値
の
中
へ
移
b
入
h
た
る
勢
力
が
記
入
3
れ
る

前
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の
で
あ
る
u

又
、
減
倒
鉛
却
州
民
勘
定
に
就
レ
て
も
同
様
で
ゐ
る
。
例
へ
は
機
械
減
価
唄
鈎
却
費
五

0
0
0闘
を
計
上
す
る
場
合

を
見
る
に
、
先
つ
闘
定
資
産
た
る
機
械
に
五

0
0
0回
り
倒
他
的
一
減
少
を
生
じ
た
る
事
寅
を
溜
め
る
震
め
機
械
減

欄
修
正
勘
定
り
貸
方
に
五

0
0
0困
り
記
入
を
な
し
、
其

ω反
劃
記
入
ご
し
て
機
械
減
舗
鈎
却
費
勘
定
の
借
方
に

五
0
0
0闘
の
記
入
を
な
す
。
而
し
て
此
的
減
刑
胴
釦
却
費
五

0
0
0闘
は
製
札
曜
日
聞
の
痕
値
の
中
仁
入
る
の
で
あ
る

か
ら
、
上
越

ω二
つ
の
場
令
ご
嗣
じ
〈
、
此

ω事
貨
を
明
か
に
す
る
潟
め
仁
、
機
械
減
使
館
却
費
勘
定
の
貸
方
ご

牢
製
品
勘
定
の
的
方
ご
仁
五

0
0
0岡
ω記
入
を
な
す
。
此
の
如
く
、
減
傾
鈎
却
費
勘
定
の
借
方
に
は
減
倒
鈎
却

費

ω増
加
が
記
入
苫
れ
、
貸
方
じ
は
其
の
宇
製
品
白
川
間
他

ω中
へ
移
争
入
ち
た
る
も
の
が
記
入
さ
れ
る
。
之
を
換

言
す
れ
ば
、
製
造
品

ω製
造

ω勉
め
に
機
械
を
使
用

L
、
機
械
に
は
五

0
0
0闘
の
倒
値

ω減
少
金
生
じ
、
製
造

品

ω伺
備
は
岡
崎
仁
五

0
0
0岡
に
け
培
加
し
た

ω
で
あ
る
。
此
的
国
間
値

ω移
動
を
最
も
明
瞭
に
記
録
す
る
縛
め

に
、
特
に
減
叫
偶
鉛
却
費
勘
定
を
設
付
、
此
の
勘
定
仁
依
ち
て
機
械
勘
定
ピ
午
製
品
勘
定
ご
の
間

ω仲
介
を
な
苦
し

め
る
の
で
め
る
。

以
上
説
明
し
た
る
所
は
、
総

τの
損
盆
勘
定
に
就
い
て
同
様
で
ゐ
る
。
之
を
要
す
る
に
、
工
場
曾
計
に
於
け
る

損
盆
勘
定
は
製
造
品
の
原
樹
構
成
要
素

ω増
減
を
記
録
す
る
所

ω勘
定
で
ゐ
h
、
此
等
の
原
樹
構
成
要
素
は
資
産

た
る
宇
製
品
叉
は
完
製
品
の
問
問
偵
を
形
遣
る
ο

此
の
意
味
に
於
て
損
盆
勘
定
は
財
産
勘
定
で
あ
る
。
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損
盆
勘
定
の
職
飽
及
び
佐
賀
が
、
商
業
曾
計
に
於
け
る
場
合
正
工
場
曾
計
に
於
り
る
場
合
正
に
依
b
て
、
会
(

相
同
時
る
こ
ご
上
越
の
如
し
。
放
に
同
じ
〈
減
伺
鉛
却
費
勘
定
な
る
損
盆
勘
定
正
雄
、
其
の
工
場
合
計
の
範
固
に
属

す
る
も
り
ご
、
商
業
曾
計
の
範
闘
に
腐
す
る
も
の
ご
に
依
b
て
、
主
(
の
性
質
を
回
調
に
す
る
の
で
ゐ
る
。

一
を
以
て

直
に
他
を
律
す
る
こ
正
を
符
な
い
。
先
に
掲
げ
た
る
回
目
。
ロ
の
主
張

ω竿
は
正
賞
に
し
て
、
然
も
結
論

ω謀
れ
る

所
以
は
、
此
の
理
を
無
椀

L
た
る
結
果
で
あ
る
。

一
般
に
所
調
簿
記
原
理
な
る
も
の
は
商
業
簿
記
内
原
理
で
ゐ
る
。
此
の
意
味
に
於
け
る
簿
記
理
論
に
於
て
は
、

関
宿
肋
定
を
資
本
勘
定
ご
共
に
資
本
制
定
系
統
に
崎
せ
し
め
る
o

而
し
て
是
れ
は
正
常
で
ゐ
る
。
資
本
方
符
式
を

基
本
ご
す
る
物
的
二
勘
定
系
統
訟
の
理
論
は
正
賞
で
あ
る
o

従
っ
て
物
的
一
勘
定
系
統
訪
的
侃
議
勘
定
理
論
は
・

之
金
是
認
す
る
こ

εを
得
な
い
。
併
し
な
が
ら
、

工
場
曾
計
に
於
け
る
損
盆
勘
定
理
論
ご
し
て
考
へ
る
ご
き
は
、

物
的
一
勘
定
系
統
訟
の
説
明
は
、
正
鵠
に
中
れ
る
も
の
ご
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
前
節
に
於

τ設
遁

し
た
る
所
正
略
同
じ
で
あ
る
Q

終
hJ

に
一
言
附
加
す
べ
き
一
』
ご
は
、
商
業
曾
計
の
範
闘
仁
於
て
も
・
惜
別
盆
勘
定
殊
に
費
用
勘
定
に
依
h
て
記
録

き
れ
る
版
賞
品
質
周
及
び
一
般
管
業
費
用
を
・
直
接
に
商
品
の
倒
低
の
中
へ
算
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な

い
か
、
ご
云
ふ
疑
問
が
生
千
る
で
ゐ
ら
う
o

併
し
な
が
ら
此
の
如
き
は
郎
ち
原
偵
計
算

ω現
論
を
直
に
商
業
曾
計

に
適
用
せ
む

t
す
る
こ
ご
で
め
る
o

少
〈
ご
も
従
来
の
商
業
曾
計
に
於
て
は
、
此
の
貼
に
於

τ工
場
曾
計
ご
異
る

の
で
あ
る
。
(
一
九
二
八
・
一
・
一
一
)
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